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1 組織の概要と対象範囲

●名称及び代表者名

株式会社 大幹 代表取締役 小迫尊光

●所在地

千葉県千葉市若葉区御成台3丁目1168番地23

●事業内容

土木工事、スポーツ施設工事、舗装工事

管工事、造園工事

●事業規模

施工管理者15名、事務職7名、現場技術者37名
(内、外国人12名)

●会社概要

設 立 :1988年2月1日

資本金 ：4,050万円

所 有 ：土地1880坪、建物300坪

-1-



●対象範囲
登録事業者名 株式会社 大幹
対象事業所 本社
活 動 土木工事、

スポーツ施設工事、
舗装工事、管工事、
造園工事

対 象 外 なし
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2 実施体制と役割・責任・権限

●実施体制図

●役割・責任・権限

主な役割と責任及び権限

社長

①法規制要求事項及び顧客要求事項を満たすことの重要性を全職員に周知し、環境方
針を定め、実行維持するように全職員に周知・指示する。
②専門技能・技術・資金等の資源の提供
③各工事、部門責任者へ、任命と権限の付与・承認

取締役
法規規制要求事項の確認、環境影響の評価
環境目的・目標の立案・実施計画の立案

総務部 環境目的・目標の理解と実施計画の実行、記録

工事部

営業担当環境目的・目標の理解と実施計画の実行、記録

工事担当環境目的・目標の理解と実施計画の実行、記録
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3 環境基本理念・環境方針

環境基本理念
株式会社大幹は、土木・造園全般にわたる

社会発展に寄与することを目的としています。
また、環境には配慮して地域密着を心がけて
おります。
環境面では主に、工事現場での資源の有効

活用・CO2の排出削減を全従業員に徹底し、社
会に貢献します。その他の面では主に、国内
外問わず幅広い人材雇用を通じて、誰一人取
り残さない社会づくりに貢献します。
社員一人一人が自ら考え、行動することで

多様な環境保全に貢献する企業活動に取り組
んでいきます。

環境方針

１．当社が該当する環境関連法規、また、同
意する要求事項を遵守します。

２．環境経営活動を継続的に実施し、その活
動を定期的に見直すことで断続的な活動
に努めます。

３．環境方針を公表、また、全社員へ周知し、
目標の達成に努めます。
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４．以下の取り組みを実施して環境負荷を低
減します。

①自動車燃料と電力の使用量削減を通して、
二酸化炭素排出量の削減に努めます。

②太陽光発電を導入することで、自然エネ
ルギーの活用促進に努めます。

③分別回収の徹底や使い捨て製品の使用や
購入の抑制、廃棄物の可視化、建設副産
物の有効活用の促進を通して、廃棄物排
出量の削減に努めます。

④建設発生土の発生量と再使用量の適切な
管理や有効利用の促進を通して、処分す
る建設発
生土の削減に努めます。

⑤グリーン購入の促進に努めます。
⑥内部及び外部関係者との情報共有を通し
て、環境コミュニケーションの促進に努
めます。

⑦地域ボランティア活動への参加を通して、
社会貢献活動に努めます。

⑧３Ｓ（整理・整頓・清掃）活動の実施や
空調の定期的なフィルター交換・清掃を
して、生産性の向上に努めます。
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株式会社大幹
代表取締役 小迫尊光



4 環境経営実施計画2021年度11月～1月
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環境目標 実施計画 担当部署

二酸化炭素排出量
の削減

自動車燃料使用量
の削減

車両運転における燃料効率の改善 工事部

エコカー導入の検討 社長

電力使用量の削減

冷暖房の使用抑制 総務部・工事部

未使用機器・照明のスイッチオフ 総務部・工事部

エネルギー効率の高い機器の導入 社長

自然エネルギー
の活用促進

自然エネルギーに
よる電力・熱供給

の促進

太陽光発電の導入 社長

木質バイオマスの熱利用の促進 工事部

廃棄物排出の
削減

一般廃棄物排出量
の削減

分別回収の徹底 総務部・工事部

使い捨て製品の使用や購入の抑制 総務部・工事部

産業廃棄物排出量
の削減

廃棄物の可視化 工事部

建設副産物の有効活用の促進 工事部

建設発生土の削減
と有効利用増大

建設発生土の削減
と有効利用増大

発生量・再使用量の適正管理 工事部

有効利用の促進 工事部

水の使用量削減

水道使用時の節水 総務部

漏水がないかの確認、発生時の適正処置 総務部

環境配慮施工の普及 環境配慮設計案件の受注促進 工事部

グリーン購入の促進 基準適合製品の購入促進 社長

環境コミュニケーションの促進 内部及び外部関係者との情報共有 工事部

社会貢献活動の推進 地域ボランティア活動への参加 総務部

生産性の向上

３S（整理・整頓・清掃）活動の実施 総務部・工事部

空調機の定期的なフィルター清掃・交換 総務部・工事部



環境目標

2019~202

0年度
実績

(7月~6月)

2021～2022年
度
目標

(7月~6月)

2021年度
目標

(11月~1月)

2021年度
実績
(11月)

2021年度
実績
(12月)

2021年度
実績

(2022年1月)

実施期間
合計

達成度評
価

（削減
率）

達
成
度
評
価

電力使用量削
減

電力使用量（kWh） 30,184 29,580 7,395 2,384 2,033 2,137 6,554 
88.6

%
11.4% 〇

CO2排出量（kg-CO2) 13,794.0 13,518.1 3,380 1,089.0 929.0 976.6 2,995 
88.6

%
11.4% 〇

前年度比（％） - 98.0

自動車燃料使
用量削減

ガソリ
ン

使用量（L） 35,043 34,342 8,586 2,782 3,070 2,729 8,581 
99.9

%
0.1% 〇

CO2排出量
（kg-CO2)

81,300 79,674 19,919 6,454 7,122 6,331 19,907 
99.9

%
0.1% 〇

前年度比
（％）

98 

軽油

使用量（L） 87,089 85,347 21,337 4,511 3,386 3,597 11,494 
53.9

%
46.1% 〇

CO2排出量
（kg-CO2)

224,689 220,195 55,049 11,639 8,735 9,281 29,655 
53.9

%
46.1% 〇

前年度比
（％）

- 98.0

CO2排出量削
減

（上記合計）

CO2排出量（kg-

CO2）
319,783 313,387 78,347 19,182 16,786 16,589 52,557 

67.1

%
32.9% 〇

前年度比（％） - 98.0

自然エネルギ
ーの活用促進

太陽光
発電

発電量(kWh) 導入 570.0 533.0 543.0 〇

前年度比
（％）

木質バ
イオマ
ス

販売量
再利用

- 理解取り組
み

理解取り組
み

理解取り組
み

理解取り組
み

理解取り組
み

理解
取り
組み

理解取
り組み

△

前年度比
（％）

-

一般廃棄物排
出量削減

排出量（kg） 785 769 192 95 80 80 255 
132.8

%
-32.8% 〇

前年度比（％） - 98.0

産業廃棄物排
出量削減

排出量（kg） 6,318,010 

発注先の設
計書による
ところがあ
る。

発注先の設
計書による
ところがあ
る。

1,118 477 25 1,620 

発注先
の設計
書によ
るとこ
ろがあ
る。

〇

前年度比（％） -

再生資材利用

再使用量（ｋｇ） 114,500.0 122,500.0 137,000.0 374,000 

処理費用 529,595.0 482,185.0 519,948.0 1,531,728 

建設発生土の
削減と有効利
用増大

排出量（kg）
10,877,45

0.0

4,208,775,

000.0

116,728,80

0.0

471,382,80

0.0

4,796,886,

600.0

再利用量（㎏）
3,143,300.

0
149,600.0 149,600.0

有効利用率（％） 28.9 0.00% 0.00% 0.03% 0.03%

前年度比（％） -

5 環境目標及び取り組みの結果

●環境目標及び実績
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環境目標

2019~2

020年
度
実績

(7月~6

月)

2021～2022
年度
目標

(7月~6月)

2021年度
目標

(11月~1月)

2021年度
実績
(11月)

2021年度
実績
(12月)

2021年度
実績

(2022年1月)

実施期
間
合計

達成度
評価

（削減
率）

達
成
度
評
価

※電気のCO2排出係数：0.457kg-CO2/kWh（東京電力）
※ガソリンのCO2排出係数：2.32kg-CO2/L
※軽油のCO2排出係数：2.58kg-CO2/L
※水使用量は管理（水道利用料の支払い）は別企業が行い、具体的な数値は不明である。

水の使用
量削減

理解取
り組み

理解取
り組み

理解取
り組み

理解取
り組み

理解取
り組み

理解
取り
組み

〇

前年度比（％） -

環境配慮
施工の普
及

環境配慮型施工
受注量

環境配
慮施工
の理解
取り組み

環境配
慮施工
の理解
取り組み

環境配
慮施工
の理解
取り組み

環境配
慮施工
の理解
取り組み

環境配
慮施工
の理解
取り組み

環境
配慮
施工
の理
解取
り組
み

〇

前年度比（％） -

グリーン
購入の促
進

検討予
定

検討予
定

検討予
定

検討予
定

検討予
定

検討
予定

✕

前年度比（％） -

環境コミ
ュニケー
ションの
促進

理解取り
組み

理解取り
組み

理解取り
組み

理解取り
組み

理解取り
組み

理解
取り
組み

〇

前年度比（％） -

社会貢献
活動の推
進

理解取り
組み

理解取り
組み

理解取り
組み

理解取り
組み

理解取り
組み

理解
取り
組み

〇

前年度比（％） -

生産性の
向上

理解取り
組み

理解取り
組み

理解取り
組み

理解取り
組み

理解取り
組み

理解
取り
組み

〇

前年度比（％） -

※達成度評価 〇・・・目標を達成できた。
△・・・実績が足りなかった。目標設定に問題があった。
×・・・実績が足りなかった。



●環境目標に対する達成度及び評価と是正
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環境目標
達成
度評
価

コメント
2022＋１年度

目標
2022＋３年度

目標

二酸化炭素排出
量の削減

自動車燃料使用量の
削減

〇

工事の現場の場所、事
務所、工程により電力
や燃料の使用状況が変
動するので、削減取り
組みはするが、評価が
難しい。

工事の現場の場所、事
務所、工程により電力
や燃料の使用状況が変
動するので、削減取り
組みはするが、評価が
難しい。

工事の現場の場所、事
務所、工程により電力
や燃料の使用状況が変
動するので、削減取り
組みはするが、評価が
難しい。

電力使用量の削減 〇

自然エネルギー
の活用促進

自然エネルギーによ
る電力・熱供給の促

進
△

福利厚生の一環として、
薪を使用するキャンプ
やBBQなど利用計画が
コロナで自粛となり十
分活用できなかった。

福利厚生の一環として、
キャンプやBBQなど利

用予定。

福利厚生の一環として、
キャンプやBBQなど利

用予定。

廃棄物排出量の
削減

一般廃棄物排出量の
削減

〇
節電、節水、コピー用
紙やファイル等再利用
に努めた。

節電、節水、コピー用
紙やファイル等再利用
に努める。

節電、節水、コピー用
紙やファイル等再利用
に努める。

産業廃棄物排出量の
削減

〇

発注先の設計書による
ところがあるので、評
価不可。

発注先の設計書による。
発注先の設計書に
よる。建設発生土の削

減と有効利用増
大

建設発生土の削減と
有効利用増大

ー

水の使用量削減 〇 理解取り組み 理解取り組み 理解取り組み

環境配慮施工の普及 〇
環境配慮施工の理解取
り組み。

環境配慮施工の理解取
り組み。

環境配慮施工の理解取
り組み。

グリーン購入の促進 ×
在庫品があり、グリー
ン購入品の購入に至ら
なかった。

事務所備品、文房具等
グリーン購入予定。

事務所備品、文房具等
グリーン購入予定。

環境コミュニケーションの促進 〇 理解取り組み 理解取り組み 理解取り組み

社会貢献活動の推進 〇 理解取り組み 理解取り組み 理解取り組み

生産性の向上 〇 理解取り組み 理解取り組み 理解取り組み

※達成度評価 〇・・・計画通りに実行できた。
△・・・不十分であった。改善の余地がある。
×・・・実行できなかった。
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環境にやさしい製品の使用

ゴミの分別

節水を促す掲示 太陽光発電のデータ確認
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再生紙ボックスと環境教育

薪の活用ボランティア活動への参加

朝礼の様子



6 環境関連法規等の
遵守評価結果及び訴訟等の有無

●環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価
並びに違反・起訴等の有無
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※関係当局より違反等の指摘はありませんでした。
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7 代表者の見直し

●代表者による全体評価と見直しの結果

(1)全体の評価
EA21の取り組みを始めてから、環境を意識

して日々の業務に取り組むようになりました。
発注先の設計書によるところが大きいので、
単純に数値で比較、評価は難しいが、社員一
人一人が環境への意識向上に努め、身近な事
から出来ることを実践していくことで環境へ
の負荷が軽減されると思います。

(2)今後の目標
環境に配慮した施工を心がけ、文房具や備

品等で、積極的にグリーン購入品を購入しよ
うと思います。
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株式会社大幹
代表取締役 小迫尊光


